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一般財団法人　阪大微生物病研究会　臨床検査課

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘3番1号

TEL 06-6877-4801 FAX 06-6875-5459

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、このたび下記項目につきまして、検査内容を変更させていただくことになりましたの
で、ご案内申し上げます。
先生方にはご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

記

アルカリホスファターゼ(ALP)および乳酸脱水素酵素(LDH)の測定法について、日本臨床化学会より

「2020年4月から現在のJSCC法をIFCC処方の方法(改定JSCC法)へ変更する(猶予期間1年)」と

発表がありました。

これに伴い、IFCC法に準じた試薬での測定に変更いたします。

次ページに続きます。

 

ＡＬＰ(アルカリフォスファターゼ)

ＬＤＨ(乳酸脱水素酵素)
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ご参考：相関図

弊会検討資料

【検査方法の参考文献】

臨床検査法提要，第３２版，２００５.
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